
消毒方法（取説記載内容）

遵守しなかった場合
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リフィット

本体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
75%濃度のアルコール或いは次亜塩素酸成分を含む除菌水をマシンのシート、握り、スポンジ部分に噴霧して乾いた布で拭き

取ります。

長期的にこの方法を続けると、多少マシンのシートの劣化が早まり、入れ替え頻度が多くなる可能性があります。

消毒方法NG（取説記載内容） 

十分に拭き取らず、消毒液などがマシンの表面に残ってしまうと、特に金属パイプの場合、サビになる可能性が大きいです。

マシンの鉄パイプに対しての消毒は避けたほうが良いです。

濃度が高い消毒液などを使用した場合、湿った布で 10分毎に拭き取らなければなりません


